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※本冊子掲載の画面等はサービス向上にともなうシステム改良のため、変更される場合もございます。 
 あらかじめご了承ください。 

はじめにお読みください！ 

1．取引先情報登録 

2．取引先情報登録（記録請求仮登録時） 

3．取引先変更・削除 

4．取引先ファイル登録 

5．取引先ファイル登録結果一覧 

6．取引先情報ファイル取得 

7．取引先グループ登録 

8．取引先グループ名称変更・削除・所属変更 
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はじめにお読みください！ 
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１．電子債権サービスの概要 
 

 

（１）「電子債権」とは 

手形に代わる新たな決済手段であり､電子債権記録機関（電子債権を管理する組織）が作成する記録原簿に

債権内容の電子的記録が行われることにより、権利内容が定められます。 

「電子債権（以下、『でんさい』という）」を記録するためには､金融機関を通じて電子債権記録機関とその

システム（以下、「でんさいネット」という）に接続する必要があります。 

例えば、手形取引に相当する決済を「でんさい」で行う場合、「でんさいネット」に接続した画面に手形要

件と同じ内容を入力し債権を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・このように「でんさい」を発生させる行為を、「発生記録請求」といいます。 

・また、手形取引の裏書譲渡に相当する行為を「譲渡記録請求」といいます。「でんさい」の場合､必要に 

応じて債権を分割して譲渡することが可能です。 

・支払期日になると､自動的に債権の支払企業の口座から資金が引落され、受取企業の口座に払込みが行わ 

れます｡ 「でんさいネット」は支払いが完了した旨を「支払等記録」として記録しますので利用者の手 

続きは不要です。また、手形と異なり、受取企業は支払期日当日から資金を利用することができます。 

・北陸銀行のインターネットバンキングを利用し、「でんさい」の「発生記録」や「譲渡記録」等を行うサ 

ービスを ［ほくぎん電子債権サービス］ と呼びます。 

北陸銀行 本店営業部 
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でんさいネットの仕組み（でんさい取引の流れ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物品販売・納入が行われ債務が発生します。 

支払企業は「でんさい」による支払を操作（発生記録請求）します。 

電子債権記録機関が「でんさい」の発生を記録原簿に登録します。 

納入企業に「でんさい」の発生が通知されます。 

納入企業は下請企業あての譲渡を操作（譲渡記録請求）します。 

電子債権記録機関が「でんさい」の譲渡を記録原簿に登録します。 

納入企業に「でんさい」の譲渡が通知されます。 

支払期日に支払企業の口座から資金が引落され、受取企業の口座に送金されます。 

支払資金が引落されなかった場合、その旨が報告されます。 

支払いが行われた場合、「支払等記録」が行われます（決済完了）。 

 

（２）でんさいネットで使用する基本用語 

    ａ．記録請求 ［電子債権の用語］ 

［記録］とは「でんさい」の登録内容のことであり、［請求］とは［記録］の登録を依頼することをいい 

ます。また、［記録］から［請求］までの行為一連を［記録請求］といいます。 

    ｂ．担当者と承認者 【でんさいシステムの用語】 

でんさいネットでは、［記録］の作成（入力）操作を行う者を【担当者】といい、［請求］の許可操作を 

【承認】、【承認】を行う者を【承認者】といいます。 

 

 

 

 

（３）［記録請求］操作における基本 

でんさいネットでは、［記録請求］は【承認】操作があって初めて「でんさい」として登録されること 

から､【担当者】の［記録］作成操作を【仮登録】､【仮登録】の確定操作を【実行】といいます。 

担当者／承認者 説明 

担当者権限 電子記録債権の取引を仮登録または差戻しされた取引を修正／削除する権限 

承認者権限 担当者が行った仮登録を、承認／差戻し（削除）する権限 

（債権者） （債権者／債務者） （債務者） 

（でんさいの発生） （でんさいの譲渡） 
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（４）でんさい業務の種類 

でんさいネットでは､［記録請求］登録の成立形式によって､３種類の業務（承認対象業務､承認不要業務､ 

承諾対象業務）に分類されます。 

  ａ．承認対象業務 

［請求］側の【担当者】による｢【仮登録】の【実行】｣と、［請求］側の【承認者】による｢【仮登録】 

の【承認】｣の２段階の確認があって［記録請求］が完了する業務をいいます。 

「承認対象業務」は､発生日（【仮登録】の【承認】を行った日または【仮登録】の【承認】が発生を指 

定した日）から５営業日以内に相手方の異議（取消）がない場合、［記録請求］の成立となります。 

    承認対象業務の例（債務者からの発生記録） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｂ．承認不要業務 

担当者／承認者の区別がなく、ユーザ単独で実行できる照会などの業務のことです。 

    承認不要業務の例 

 

 

 

 

 

 

業務 利用可能な取引 業務 利用可能な取引 

 記録請求 

・債権発生請求（債務者請求） 
 融資申込 

・割引申込 

・債権譲渡請求 ・譲渡担保申込 

・分割記録請求  指定許可管理 ・指定許可管理（登録／変更／解除） 

・債権一括請求 

・債権一括予約取消請求 

仮登録の実行 

仮登録情報の入力 

仮登録情報の確認 

仮登録の削除 

仮登録情報の修正 

仮登録情報の確認 

仮登録の承認 

差 戻 し 

完了 

  

債
務
者
側
の
担
当
者
の
操
作 

債
務
者
側
の
承
認
者
の
操

作 

仮登録の実行のみでは、請求の完了
とはなりません。 
債務者側の承認者の承認が完了した
時点で､請求が完了します。 

債務者側の担当者は、仮登録情報 
（［記録］）の入力を行います。 

債務者側の承認者は承認または差戻し

を行います。 
手順については、 
    ガイドⅡP２４「承認／差戻し」参照 

債務者側の担当者は、仮登録実行結果
を印刷し、債務者側の承認者に対し承
認の依頼を行います。 

  

登録情報の入力 
照    会 

登録情報の確認 

完     了 

照会業務は、ユーザの単独操作で 
行うことができます。 

ユ
ー
ザ
の
操
作 

取引先管理とユーザ情報管理は、 

ユーザの単独操作で行うことが 

できます。 

債務者側の承認者が差戻しを 
行った場合､債務者側の担当者 
が仮登録情報の修正または､ 
 削除を行います。 

仮登録の承認依頼を債務者側の承認者
へ自動でメール通知します。 
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※1 ：記録請求権限が付与された場合、取引先管理も利用可能になります。 ※4 ：自分自身の操作履歴照会の場合、権限は不要です。 

※2 ：承認権限を保有している場合のみ、利用可能です。   ※5 ：割引業務、譲渡担保業務のどちらかを保有していれば、利用可能になります。 

※3 ：担当者権限／承認者権限に関係なく、利用可能です。  ※6 ：担当者権限／承認者権限に関係なく、利用可能です。 

 

  ｃ．承諾対象業務 

［請求］側（債務者あるいは債権者）の【仮登録実行】および【仮登録承認】と、被［請求］側の「【承 

諾】の【仮登録実行】」および「【承諾】の【仮登録承認】」の 4 段階の確認があって［請求］が成立する 

業務のことです。 

例えば、成立済みの［記録請求］を取消（削除）する場合、債権者または債務者のどちらかが「変更記 

録請求」の【仮登録実行】および【仮登録承認】を行い､もう一方が当該の［請求］について「【承諾】 

の【仮登録実行】」および「【承諾】の【仮登録承認】」を行うことで［請求］が成立します｡ 

        承諾対象業務の例 (＊前提として請求側の【仮登録承認】が終了しています) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

         ●  ご利用時間について   

※１ 当日付の請求は１５：００まで 

業務 利用可能な取引 業務 利用可能な取引 

取引先管理※1 

取引先管理（登録／変更／削除） 

照会（管理） 

利用者情報照会 

取引先管理（ファイル登録） 取引履歴照会 

取引先グループ管理（登録／変更／削除） 操作履歴照会※4 

取引先グループ管理（所属変更） 債権照会（開示） 開示（およびダウンロード） 

ユーザ情報管理 限度額一覧照会※2 融資申込 融資申込照会※5※6 

申請済取引確認  承認未承認状況一覧※3 

業務 利用可能な取引 

記録請求 

・債権発生請求（債権者請求） 

・変更記録請求 

・保証記録請求 

・支払等記録請求 

取扱区分 利用時間帯 

取扱日 平日（月～金）と休日（土・日・祝日） 

  平日（月～金） 8：00～21：00 ※１ 

  休日（土・日・祝日） 8：00～15：00 

非取扱日 
12 月 31 日から 1月 3 日、5 月 3日から 5日および、 
毎月第 2 土曜日の終日 

承諾／否認 
仮登録の実行 

承諾／否認 
仮登録情報の確認 

承諾／否認 
仮登録情報の修正 

承諾／否認の 
仮登録情報の確認 

承諾／否認の 
仮登録承認 

完了 

  

承諾／否認の 
差戻し 

承諾依頼に対し、内容確認のうえ承諾 
／否認操作を行います。 

被請求側の担当者は、承諾／否認仮登
録実行の結果を印刷のうえ、被請求側の
承認者に仮登録の承認を依頼します。 

請求側承認者の承認後、被請求者あて 
承諾依頼通知（メール）が送信されます。 

被請求側の承認者は、被請求側の担当者

が実行した承諾／否認の仮登録情報を 

確認し、承諾／否認の承認または差戻し

を行います。  

手順については、 
   ご利用ガイドⅡP２４ 「承認・差戻し」参照 

ご利用ガイドⅢＰ５２「承諾/否認」参照 

被
請
求
側
の
担
当
者
の
操
作 

被
請
求
側
の
承
認
者
の
操
作 

承諾／否認仮登録の承認依頼を被請求
側の承認者へ自動でメール通知します。 

被請求側の承認者が承諾／否認の

差戻しを行った場合、被請求側の

担当者が承諾／否認仮登録情報の

修正または､削除を行います。 
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（１）事前準備 

● 初めて［ビジネス IB］または［ほっと君 WebJr.］（以後、「法人ＩＢ」という）をご利用のお客様へ 

まず、当行ホームページに掲載している「ご利用ガイド＜初期設定編＞」をご覧になり初期設定を行って

ください。下記のＱＲコードからスマートフォンでもご覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●すでに 法人ＩＢをご利用のお客様へ 

本マニュアルの「４．法人ＩＢの権限設定」（P９）をご覧になり、「電子債権サービス」を担当するユーザ

に権限を付与してください。(マスターユーザには自動的に電子債権サービスの権限が付与されていま

す。) 

 

（２）電子債権サービスを操作する前に決めていただく事項 

● 誰が 「でんさい」を担当するか 

● マスタユーザの承認パスワード 

「承認パスワード」は､「電子債権サービス」承認対象業務の承認の際にお客さまにご指定いただく英数字

で､承認者が行ったお取引であることを確認するためのものです。第三者に知られることのないように､ま

たお忘れにならないように厳重に管理してください。定期的にパスワードを変更していただくとより安全

性が高まります。 

 

                         （６～12 桁英数混在） 

● ユーザ(含むマスタ)にどの業務を担当させるか 

● ユーザに承認権限を与えるかどうか 

● 承認権限者の１回あたり限度額 

● 承認権限者（一般ユーザ）の「初期承認パスワード」 

 

                         （６～12 桁英数混在） 

● 企業情報管理 (P１４の説明を参照ください）の各設定内容 

 

以上に基づいて P８以降の［初期設定］を行います。 

 

（３）ご注意事項 

ブラウザ左上の「戻る」､「進む」ボタン、およびブラウザ右上の「×」ボタンは使用しないでください。

（最大１０分間、再ログインができなくなります。） 

終了時には画面上の「ログアウト」ボタンを押してください。 

２．ご利用の前に 

① [ビジネス IB]をお申し込みのお客さま 

https://www.hokugin.co.jp/business/ 

ib_eb/ib/business_ib/manual.html 

② [ほっと君 Webjr.]をお申し込みのお客さま 

https://www.hokugin.co.jp/business/ 

ib_eb/ib/hotwebjr/manual.html 

https://www.hokugin.co.jp/business/　ib_eb/ib/business_ib/manual.html
https://www.hokugin.co.jp/business/　ib_eb/ib/business_ib/manual.html
https://www.hokugin.co.jp/business/　ib_eb/ib/hotwebjr/manual.html
https://www.hokugin.co.jp/business/　ib_eb/ib/hotwebjr/manual.html
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（１）初期設定の項目 

  ａ．法人ＩＢの権限設定 

「でんさいネット」の初期設定の前に、法人ＩＢにて「電子債権サービス」を担当するユーザへの権限

設定が必要です。 

  ｂ．でんさいネット の初期設定 

 イ） マスターユーザの「承認パスワード」登録 

  ロ） 全ユーザの（詳細な）権限設定（含む一般ユーザの「承認パスワード」登録） 

  ハ） 企業情報の登録 

  二） 「承認パスワード」変更（任意） 

 

（２）初期設定の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「電子債権サービス」の権限設定 

  初 期 設 定 
 (初めて法人ＩＢを使用する場合のみ) 

メニューで 
電子債権サービス 選択 

   

法
人
Ｉ
Ｂ 

  ロ グ イ ン  

＜マスターユーザ＞ 

  

＜一般ユーザ＞ 

  初 期 設 定 

 (初めて法人ＩＢを使用する場合のみ) 

 「承認パスワード」の登録 
  マスタユーザが[でんさいネット］の 承認 

操作で使用するパスワードを登録します。 

（  P11 参照 ） 

３．初 期 設 定 

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト 

「権限の設定」 
  マスタユーザ自身および一般ユーザの権
限を設定し,承認権限を付与した一般ユーザ
の「承認限度額」や ｢初期承認パスワード｣
を登録します。（ P11 参照 ） ＜一般ユーザ＞のでんさいネットへの 

ログインは、＜マスタユーザ＞による初期設定
が終了してから行ってください。 

 「承認パスワード」の変更 
 初期承認パスワードを、実際に承認操作
で使用する承認パスワードに変更します｡ 
(本操作は承認権限を持つ一般ユーザのみ） 

 ロ グ イ ン 

 メニューで 電子債権サービス 選択 

で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト 

法
人
Ｉ
Ｂ 

法
人
Ｉ
Ｂ 

 

＜一般ユーザ＞ 
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一般ユーザに「電子債権サービス」権限を付与する場合、法人ＩＢトップページから 

 

管理業務   ⇒   利用者管理   ⇒   利用者情報管理  

 

の順にクリックし、 

該当ユーザのラジオボタンを選択後（ ○●  ）、   をクリック、 

 

利用者変更［基本情報］ に変更がなければそのまま     をクリックし 

利用者変更［権限］ 画面で電子債権に □✓  を入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．法人ＩＢの権限設定 

次
へ 

以上で、法人ＩＢの権限設定は完了です。 

この後「でんさいネット」において、詳細な権限設定が必要です。 

 

 

✔ 

 

電子債権にチェック☑ 

次へ 

マスターユーザの確認パスワードと、

トランザクション認証番号（数字８桁） 

を入力し、実行をクリックします。 

実行 
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＜承認パスワード変更画面＞ 

＜メニュー選択画面＞ 

 

 

（１）承認パスワードの登録 

 

 

 

 

 

 

その他サービスの「電子債権サービスへ」をクリックすると「でんさいネット」に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ヒント＞承認パスワード有効期限切れの場合は以下の画面を表示します。 

 マスターユーザが初めて「でんさいネット」にログイン（法人ＩＢメニューで「電子債権サービス」を選択）すると、 

メニュー選択画面が表示されます。「通常メニューへ」または「簡易メニューへ」を選択すると、「承認パスワード変更」

画面が表示されます。 
 また、この画面には法人ＩＢのマスターユーザ情報(ログインＩＤ・ユーザ名)が表示され、表示されることによって 
自動的に「でんさいネット」のマスターユーザとして認識されます。 
 同画面ではマスタユーザ自身が使用する｢承認パスワード｣も登録します。 
 以後､マスターユーザがログインする都度､自身の情報が更新されます。 

 ５．でんさいネットの初期設定 

＜ビジネスＩＢ＞ ＜ほっと君 WebJr.＞ 

承認パスワードの登録 
①新しい承認パスワード 
  《6 桁～12 桁》英数混在 
②新しい承認パスワード 
 （再入力） 
  《6 桁～12 桁》英数混在 

実行 ボタンを 
クリックします。 

②電子債権サービスへをクリック  

①その他サービスをクリック 

②電子債権サービスへをクリック  

①その他サービスをクリック  

 

 承認パスワードは、お取引の承認を行う際に必要となります。設定したパスワードを忘れないように、ご注意ください。 

日常業務において 承認パスワードの有効期限が過ぎると

次の画面がログイン時に表示されます。 

必ず「変更する」を選択し、新しい承認パスワードを

設定してください。 

「変更しない」を選択すると、承認パスワードは有効期限切

れのまま更新されないため、「変更する」までは、承認パス

ワードを必要とするサービスをご利用いただけません。 

 

 

通常メニューへ ボタン 

または 

簡易メニューへ ボタンを 

クリックします。 
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（２）権限の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

権限を設定する、あるいは変更する対象ユーザを選択します。 

「でんさいネット」に取り込まれたユーザに対し、マスタユーザは自身を含め個々に業務権限を設定 〈担当させたい業務を指定〉 

する必要があります。 
一般ユーザに承認権限を付与する場合は、1 回あたりの承認限度額と対象ユーザが使用する｢承認パスワード」の初期値（初期

承認パスワード）を同時に登録します。 

デフォルトでは全ての業務権限を

付与する設定となっています。 

権限を個別に設定する場合は 

詳細設定 ボタンをクリックしま

す。 

 設定   
ボタンをクリックします。 
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■権限設定（承認不要業務） 

業務 内容 

利用者情報照会 貴社の登録情報（口座情報など）を確認できます。 

債権照会（開示） 貴社が関係する債権、および、その履歴情報を照会します。 

取引先管理 頻繁にご利用されるお取引先情報の管理（登録・変更）ができます。 

取引履歴照会 お取引内容の履歴を確認できます。 

操作履歴照会 他ユーザの操作履歴を確認できます。 

 

■権限リスト（承認対象業務） 

業務 内容 

記録請求 振出（発生）、譲渡など、各種お取引ができます。また、取引先管理を行うこ

ともできます。 

割引 割引のお申込みができます。 

譲渡担保 譲渡担保のお申込みができます。 

指定許可制限設定 指定許可先の管理（設定・解除）ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意に☑を入れ終えたら 

契約内容の確認へ 

ボタンをクリックします。 
 

簡易設定に戻る場合は 

簡易設定 

ボタンをクリックします。 
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① 

P10 で設定した承認 

パスワードを入力します。 

② 

権限設定の内容を確認し、  

実行 ボタンをクリックします。 
 

登録した内容は印刷

が可能です。 

追加ユーザが複数いる場合、他の

ユーザの権限設定が可能です。 

以上で初期設定は完了となります。 

業務権限、口座権限設定を終了す

る場合、 トップへ ボタンをクリック

します。 
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（補足１）企業情報の登録 

 

 

 

 

 

※１ 仮登録を行ったユーザが当該請求の承認を行えない機能 

※２ 「承認機能区分」にはシングル承認とダブル承認があり、ダブル承認とは２ユーザの承認があってはじめて請求が完了 

する設定です。シングル承認とダブル承認は業務ごとに選択が可能であり、ダブル承認は順序の指定も可能です。 

➢ ログイン後、トップ画面の 管理業務  タブをクリックしてください。 

＜管理業務メニュー画面＞    ＜企業情報管理メニュー画面＞ 

 

 

 

 

 

      ＜企業情報変更画面＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  マスターユーザは「同一ユーザによる仮登録／承認の抑止機能」、「承認管理機能」、 
「複数発生記録請求（画面入力）機能」の利用有無選択や「先方負担手数料」、「承認管理機能」の利用を前提に

「承認機能区分」の設定を行うことができます。  
  機能の設定は随時変更が可能です。 

管理業務 

変更  ボタンをクリックしてください。 

[同一ユーザによる仮登録／承認抑止]の利用を

前提に承認管理機能を利用できます。 
利用有無を選択のうえ、 
詳細設定は次の「承認機能区分」で行います。 

 

 

 

 
利用業務ごとに承認機能区分 
（承認者指定の有無）を選択して
ください。 

 

同じユーザが同一請求の仮登録と承認する 

ことを抑止できます。 
この機能の利用する・しないを選択してください｡ 
初期の設定は「利用しない」になっています。 

利用しない 
全契約業務で 
シングル承認 承認管理機能 

複数発生記録請求（画面入力） 
複数譲渡記録請求（画面入力） 
機能の利用有無 を選択してください。 

企業情報管理  ボタンをクリックしてください。 

シングル承認 

利用する 

シングル承認 

なし 

あり 

ダブル承認（順序なし） 

承認者指定 

ダブル承認（順序あり） 

※１ 
※２ 

先方負担手数料を設定します。 
変更する場合は変更ボタンをクリックすると、 
手数料情報の設定画面が表示されます。 

変更内容の確認へ ボタンをクリックしてください。 

発生記録（債務者請求）の場合のみ、先方負担手数料として利用します。 
初期設定は基準手数料を「使用する」になっています。 
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＜企業情報変更確認画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜企業情報変更完了画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
企業情報変更完了 

内容を確認し、企業情報の変更を実行します。 

承認パスワード《※6 桁～12 桁》 
を入力してください 

承認パスワードを確認し、 
変更の実行 ボタンをクリックしてください。 
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（補足２）承認パスワードの変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人ＩＢでは､マスターユーザが登録した一般ユーザ用パスワードは､［ログイン時の強制変更］を選択することにより変更が必要と

なります。一方､「でんさいネット」ではマスターユーザが登録した一般ユーザ用承認パスワード（［初期承認パスワード］）は仮パスワ

ードであり、一般ユーザの初回ログイン時に変更画面が表示され､変更が必要となります。 また任意に「でんさいネット」の管理業務

から変更も可能です。 
承認パスワードの有効期限は６０日であり、期限が近づくとトップページに「有効期限はあと〇日です」とメッセージが表示されま

すので、承認パスワードの変更を行ってください。 
「変更しない」まま有効期限が過ぎますと承認操作ができなくなりますのでご注意ください。 
（有効期限前に変更してください。） 

＜承認パスワード変更完了画面＞ 

＜管理業務メニュー画面＞ 

＜企業ユーザ管理メニュー画面＞ 

＜承認パスワード変更画面＞ 

承認パスワード変更完了 

変更の実行  ボタンをクリックします。 

①現在の承認パスワード 
    《6 桁～12 桁》を入力、 
②新しい承認パスワード 
    《6 桁～12 桁》英数混在 
③新しい承認パスワード 
   （再入力） 
    《6 桁～12 桁》英数混在    
        を入力します。 

ユーザ情報管理   
ボタンをクリックします。 

承認パスワード変更 

ボタンをクリックします。 
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（補足３）①ユーザ情報の更新 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜トップ画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「でんさいネット」に初めてログインした際に、マスターユーザの情報および一般ユーザの情報は自動的に登録されますが、 

初回の初期設定以降に追加したユーザ情報は、マスターユーザによる「ユーザ情報の更新」操作によって登録されます。 
９９日間「ユーザ情報の更新」がないと､マスターユーザがログインするタイミングで｢ユーザ情報更新確認画面」が自動表示され、

最新ユーザ情報の反映を促します。 
新しいユーザには同時にＰ１９の権限設定も行います。 
また､一般ユーザは「でんさいネット」にログインすることで、自分自身の情報のみを都度更新します。 

＜管理業務メニュー画面＞ 

トップ画面で 
 管理業務 タブを 
クリックします。 

管理業務 

＜企業ユーザ管理メニュー画面＞ 

ユーザ情報管理 
ボタンを 
クリックします。 

追加・更新  
ボタンをクリック 
します。 
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＜ユーザ情報更新画面＞ 

《ビジネスＩＢ》から 
ユーザ情報を取得 
するために、 
ユーザ更新の確認へ 

ボタンをクリックします。 

＜ユーザ情報更新画面＞ 

99 日間ユーザ情報の更新が行われず､ 

かつマスターユーザでログインした場合、 

ログイン時に 

この｢ユーザ情報更新確認画面｣が表示され､ 

最新ユーザ情報の反映を促します。 

承認パスワードを入力し、 
                   
をクリックします。 

最新のユーザ情報 

ユーザ更新の実行 

＜ユーザ情報更新完了画面＞ 

【ユーザ情報管理メニューに戻る場合】 
ユーザ情報管理メニューへボタンを 
クリックしてください。 

【ユーザ情報を変更する場合】 
ユーザ情報の変更へボタンをクリック 
してください。 
(更新により追加となったユーザにつ 
いては権限が付与されていません。) 

※ ユーザ情報の更新が完了となります。 
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（補足３）②権限の設定 

 

 

 

 

＜企業ユーザ管理メニュー画面＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ユーザ情報検索画面＞ 
権限を設定する、あるいは変更する対象ユーザを選択します。 

「でんさいネット」に取り込まれたユーザに対し、マスタユーザは自身を含め個々に業務権限を設定 〈担当させたい業務を指定〉 

する必要があります。 
一般ユーザに承認権限を付与する場合は、1 回あたりの承認限度額と対象ユーザが使用する｢承認パスワード」の初期値（初期

承認パスワード）を同時に登録します。 

詳細  ボタンをクリックすると、 

対象のユーザ情報を別ウィンドウ

で表示します。 

※１ 半角は 96文字以内、 

全角の入力も可で 
全角 1 文字は 
半角の 2文字分となる 

【ユーザを絞り込んで表示したい場合】 
①ログイン ID（任意） （半角 30文字以内／前方一致） 
②ユーザ名（任意） （96文字以内／前方一致）※１ 
のどちらかまたは両方を入力し  検索  ボタンをクリックする 

各ユーザの権限設定状況が 
表示されます。 

｢ユーザ検索条件｣ 
（①②）を未入力のまま 
  検索  
ボタンをクリックすると 
登録ユーザが一覧表示 
されます。 

権限を設定する 
      対象ユーザの 
  変更   ボタンを 
クリックします｡ 

 変更   
ボタンをクリックします。 
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★対象ユーザに承認権限を設定した場合に表示 

（対象ユーザがマスターユーザの場合は表示されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜初期承認パスワード設定画面＞ 

＜ユーザ情報変更画面＞ 

ユーザに業務権限、口座権限を設定します。 

承認パスワードを初期化する場合、 

 チェックボックス 

にチェックを入れます。 
（初期設定時は不要です。） 

■承認操作が不要な業務の権限設定 

 利用させる業務の  
   チェックボックス 
 にチェックを入れます。 

■承認操作が必要な業務の権限設定 

   担当させる業務の権限を 

   担当者・承認者の両方または片方の 
  チェックボックスにチェックを入れます。 

■承認限度額の設定 

承認権限が設定されているユーザに対し、 

業務ごとに取引一回当たりの限度額を 
設定できます。 
限度額を入力してください。 

メール受信有無を設定します。 
メールの分類ごとに受信するか否か 
をラジオボタンより選択してください。 

✓ 

対象ユーザが使用するパスワードの初期値を入力します。 
①初期承認パスワード 《6 桁～12 桁》英数混在 
②初期承認パスワード（再入力） 《6 桁～12 桁》英数混在 

変更内容の確認へ 
ボタンをクリック します。 

■口座権限設定 
  担当させる口座のチェックボックス 
          にチェックを入れます。 

変更内容の確認へ 
ボタンをクリック します。 
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設定したユーザ情報を確認します。 

＜ユーザ情報変更確認画面＞ 

＜ユーザ情報変更完了画面＞ 

マスターユーザが使用する 
承認パスワードを入力します。 

確認用承認パスワード 

   変更の実行 ボタン 

  をクリックします。 

 続けて、他のユーザの権限を設定する場合、 
 サブメニューエリアの 
  ユーザ情報の変更へ  をクリック！！ 

マスターユーザ自身の権限変更は
即時反映され 
再ログインの必要はありません。 
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ユーザの種類 利用可能な取引（管理取引） 

 

管 理 対 象 

自分自身 他ユーザ 

マスターユーザ 

ユーザの変更（権限設定） ○ ○ 

・ユーザの更新 ○ ○ 

 ユーザ削除 ✖ ○ 

・ユーザの照会 ○ ○ 

・承認パスワード初期化 ✖ ○ 

・企業情報の変更   

全ユーザ 

マスタユーザ 

一般ユーザ 

・承認パスワード変更 ○ ✖ 

・操作履歴照会 ○ ✖ 

・取引先照会   

・通知情報照会   

・一括記録（結果一覧照会）   

 

※１ ログインすることで、自分自身の情報を登録します。 

※２ マスターユーザが「ユーザ情報の更新」を行うことで一般ユーザ情報が登録されます。 

９９日間「ユーザ情報の更新」操作がないと、マスタユーザのログイン時に「ユーザ情報の更新画面」が表示され 

ます。 

※３ マスターユーザが法人ＩＢで電子債権サービスの権限を変更したうえ、でんさいネットで「ユーザ情報の更新」を 

行うと該当のユーザ情報は削除されます。 

※４ 一般ユーザの承認パスワードがロックアウトした場合､マスターユーザの解除操作（承認パスワードの初期化）で 

    使用が可能となりますが、マスターユーザがロックアウトした場合､その他の「マスタユーザ」による解除（承認 

    パスワードの初期化）が必要となります。 

   法人ＩＢの「管理者ユーザ」は、でんさいネットではその他の「マスタユーザ」として認識されますが、その他の 

   「マスタユーザ」の設定がない場合､マスタユーザのロックアウト解除はお取引店への依頼となります。 

※５ 操作履歴照会権限があれば｢○」となります。 

※６ 口座権限が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーザが保有する管理取引 

※１ 

※４ 

※３ 

※２ 

※６ 

※５ 
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電子債権サービスの利用にあたり、推奨する動作環境をご案内します。 ※１ 
  

1.ハードウェア環境 

対 象 スペック 

パソコン本体装置 IBM PC/AT 互換機 

  （CPU） 
下記『2.ソフトウェア環境』で規定する各種ソフトウェアの必要スペックを充足するもの 

  （メモリ） 

マウス パソコン本体装置に対応しているもの 

キーボード 英数字・記号・日本語入力可能なもの 

ディスプレイ 1024×768 ドット以上の画面解像度を推奨 

プリンタ装置 ※２ A4 の用紙が印刷可能な装置 

 

2. ソフトウェア環境     3. ＯＳ／ブラウザの種類 ※４ 

対 象 ソフトウェア 

ＯＳ Windows 

ブラウザ 
Google Chrome 

Microsoft Edge 

ＰＤＦ閲覧用ソフト Adobe Reader 

メール閲覧用ソフト 任意 

ＣＳＶ加工用ソフト 任意 ※３ 

 

4. PDF 閲覧ソフトの種類 

対 象 製品名 

ＰＤＦ閲覧用ソフト 最新の Adobe Reader をご利用下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 象 製品名 

ＯＳ 
Windows 10 (デスクトップモードのみ) 

Windows 11 

ブラウザ 
Google Chrome 

Microsoft Edge（Chromium 版） 

 動作環境 （でんさいネット）   2023年 1月 現在 

月現在 

☆ ご注意事項 
 
※１ ：上記内容については動作確認済を意味するものであり、動作環境を保証するものではありません。 
※２ ：帳票の印刷を利用しない場合は不要です。 
※３ ：接続する端末で CSV ファイルをアップロード・ダウンロードするために、ファイルを作成または二次加工 

する場合に必要です。 
※４ ：今後の製造元のサポート期限の状況により、変更になる場合があります。 
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いずれも『その他サービス』⇒『電子債権サービスへ』をクリックすると「でんさいネット」に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メニュー選択 内容 

通常メニュー 譲渡取引、割引申込、債権確認、権限設定等管理業務諸々の操作が可能です。 

簡易メニュー 受取債権を簡易的に確認したい場合にご利用ください。 

詳細な操作説明は「ご利用ガイドⅡ 債権の支払・受取・譲渡・融資編」P60 

をご参照ください。 

 

 

 

 
 「ほくぎん電子債権サービス」は、【ビジネスＩＢ】または【ほっと君 WｅｂＪｒ.】を窓口としてログインします。 

６．＜ほくぎん＞電子債権サービストップメニュー 

＜ビジネスＩＢ＞ ＜ほっと君 WebJr．＞ 

承認パスワードの有効期限（60 日）が近づくと「有効期限はあと〇日です」とメッセージが表示されます。 
「変更しない」まま有効期限が過ぎますと承認操作ができなくなりますのでご注意ください。（有効期限前に変更してください。） 

一定期間ユーザ情報の更新が行われず、かつ、マスターユーザがログインした場合、ユーザ情報更新確認画面｣（Ｐ１８）が表示されます。 

②電子債権サービスへをクリック  

①その他サービスをクリック 

②電子債権サービスへをクリック  

①その他サービスをクリック  

通常メニューへ をクリック 
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（１）メニュー(サービスの概要) 

①債権情報照会 

取引名 内  容 

債権情報照会 

・発生および保有している債権の記録事項・提供情報を照会（開示）*1する 

・一括予約照会（非同期）*2の請求結果ファイル（CSV 形式／共通フォーマット形式）を 

ダウンロードできる 

＊１ 開示  ： 発行および保有している債権の記録事項・提供情報を照会すること  

＊２ 一括予約照会（非同期） ： 開示処理方式のひとつ。「開示請求受付」処理のみ実施すると、別途開示請求結果がメールにて通知 

される｡開示結果は画面からダウンロードできる｡ 
 

②債権発生請求 

取引名 内  容 

債権発生請求（債務者請求） 

・債務者として債権の発生記録（発生予約）*3を行う 

・債務者として予約中の発生記録の取消を行う 

・債権者として受領した債権の取消（発生日を含む５銀行営業日以内）および予約中の 

発生記録の取消を行う 

※支払期日の 7 営業日前～3 営業日前までを発生日とする譲渡記録を行った場合、取消 

 可能期限は支払期日の 3 営業日前まで 

・債務者として複数債権の発生記録（発生予約）*3を１回にまとめて行う 

債権発生請求（債権者請求） 

・債権者として債権の発生記録（発生予約）を行う（相手方からの承諾回答が必要） 

・債権者として予約中の発生記録請求の取消を行う 

・債権者として複数債権の発生記録（発生予約）*3を１回にまとめて行う 

① ③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

担当者の仮登録を承認する場合は 
承認待ち一覧 
ボタンをクリックしてください。 

申請（仮登録）済の取引の処理状況を確認
する場合は 
承認未承認状況一覧 
ボタンをクリックしてください。 

承諾依頼に対して承諾を行う場合は 
承諾待ち一覧 
ボタンをクリックしてください。 

承認者から差戻された一覧を表示する場合は 
差戻し中一覧  
ボタンをクリック してください。 

全ての通知を確認する場合は 
通知情報一覧  
ボタンから照会します。 

（３） 

(４) 

（２） 

(５) 

(６) 

（１） 

(７) 
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＊３ 予約： 債権の発生日を指定して記録請求を行い､当該日に請求があったものとして記録する取扱い。 

操作日の１ヵ月後応答日を最長とする。 

 

③債権譲渡請求 

取引名 内  容 

債権譲渡請求 

・保有する債権の譲渡記録・分割記録を行う 

・譲渡人として予約中の譲渡記録・分割記録の取消を行う 

・譲受人として譲り受けた債権の取消（譲渡日を含め５銀行営業日以内）および予約中の 

譲渡記録・分割記録の取消を行う＊４ 

※支払期日の 7 営業日前～3 営業日前までを譲渡日とする譲渡記録・分割記録を行っ
た場合、取消可能期限は支払期日の 3 営業日前まで 

・分割記録は譲渡記録と一体として取り扱うことができ、分割記録単独での請求は行え 

ない 

・債権譲渡請求には原則として保証（保証記録）がつく､なお保証をつけない債権権譲渡 

請求も可能 

・保有する複数債権の譲渡記録・分割記録を１回にまとめて行う 

＊４ 予約中の譲渡記録・分割記録を取消した場合、取消前の電子記録年月日まで、当該債権の記録請求は行えない。 
 

④債権一括請求 

取引名 内  容 

債権一括請求 

・複数の記録請求を一括して行うため、請求データのファイルをアップロードする。 

一括請求が可能な記録は､発生記録（債務者請求）､発生記録（債権者請求）、（譲渡記 

録・分割記録） 

・登録したファイルの請求結果を照会する 

・予約請求の取消を行う 

・一括記録請求の導入テストとして、ファイルの正当性チェックを行う 
 

⑤融資申込 

取引名 内  容 

割引申込 ・金融機関に債権の割引を申込む 

譲渡担保申込 ・金融機関に債権の譲渡担保を申込む 

照会 ・融資申込状況を照会する 
 

⑥その他請求 

取引名 内  容 

変更記録 ・債権の削除または記録内容の変更を行う（相手方からの承諾回答が必要） 

保証記録 ・債権者として債権に対する保証を依頼する（相手方からの承諾回答が必要） 

支払等記録 
・口座間送金決済以外で利用者間の決済を行った場合に、支払済の旨記録を行う 
・支払等記録請求には、支払を行ったことによる記録請求と、支払を受けたことによる記 
録請求がある（支払を行ったことによる記録請求の場合､相手方からの承諾回答が必要） 

⑦管理業務 

取引名 内  容 

取引履歴照会 
・過去の取引を照会する 

・共通フォーマット・配信１形式ファイルをダウンロードする 

操作履歴照会 
・操作履歴を照会する 

・操作履歴ファイル（CSV 形式）をダウンロードする 

指定許可管理  ・取引を許可する取引先制限について登録／変更／解除を行う 

取引先管理 
・取引先の登録／変更／削除／照会を行う 
・取引先情報の登録／変更／削除／照会を行う 
・取引先グループの登録／変更／削除／照会を行う 

利用者情報照会 ・利用者情報を照会する 

ユーザ情報管理 ・ユーザ情報の変更／更新／照会、及び、承認パスワードの変更を行う 

 
（２）利用者情報 
   ログインしている利用者が表示されます。 
 
（３）残高証明書発行についてのご案内 
   残高証明書の発行予定が確認できます。 
 

（４）お取引のご案内（通知情報） 

取引先が債務者請求した自社あての電子記録債権等直近の情報が表示されます。 
詳細 ボタンから通知内容が照会でき、過去の通知は 通知情報一覧 ボタンから照会できます。 
通知情報には重要度（高・中・重要度なし）が事前に設定されており、通知情報一覧を重要度順に 
並べ変えて表示することができます。 
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通知情報に対する「重要度」の判断基準は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

① 定例／異例 
（a）定例 
・日々計画的に作業を実施することが想定されるもの 
・日々計画的ではなく、比較的頻度は少ないが、通常の手続きの中で取り扱いが想定されるもの 

（b）異例 
・想定外のイベントにかかる通知 
・通常の手続きの中での取り扱いが困難で、異例作業が想定されるもの 

 
② 後続事務の有無 
「判断基準①＝異例」の場合は、必ず後続事務が発生する想定のため、「判断基準①＝定例」の場合のみ 
後続事務の有無で重要度を細分化する。 
（a）有 
・通知情報の内容を確認の上、他画面への遷移や、後続事務が想定されるもの 

（b）無 
・後続事務がなく、内容を確認するのみの通知 

 
（５）未承諾分の取引状況 
   未承諾の内容が表示されます。 
 
（６）未完了取引（承諾待ち一覧・差戻し中一覧） 
   担当者権限ユーザがログインした場合に表示されます。 
 
（７）未完了取引（承認待ち一覧） 
   承認者権限ユーザがログインした場合に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項番 
「重要度」の判断基準 

重要度 
①定例／異例 ②後続事務の有無 

1 異例 ――― 高 

2 定例 有 中 

3 定例 無 なし 
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 ≪電子債権サービス≫には、各業務で記録請求を行うにあたって共通的によく使用する機能があります。                              

  おもな機能は以下のとおりです。 

ボタン名 ボタンイメージ 内容 

決済口座選択   P29 
 

決済口座一覧画面にてユーザが使用できる口座一覧を表示し、決済口座

情報を画面に表示する。 

支店選択      P30 

 

支店選択画面にて支店コードを検索し、支店コードを画面に表示する。 

取引先選択     P31 

 

取引先選択画面にて登録済みの取引先を検索し、取引先情報を画面に表

示する。 

金融機関選択    P32 

 

金融機関選択画面にて金融機関と支店を検索し、金融機関コードと支店コ

ードを画面に表示する。 

承認者選択      P35 

 

承認者選択画面にて承認者を選択し、承認者情報を前画面に表示する。 

ユーザ選択      P36 

 

ユーザ選択画面にてユーザを検索し、ユーザ情報を画面に表示する。 

検索条件 

 

検索時の画面にて検索条件を入力するための項目を表示する。 

 

検索時の画面にて設定した検索条件を非表示にする。 

表示 

 

全ての項目、内容を表示する画面に切り替える。 

 

基本的な項目、内容のみを表示する画面に切り替える。 

選択／解除 

 

該当ページ内のチェックボックスのチェックを全て選択または、 

全て解除する。 
 

該当ページ内のチェックボックスのチェックを全て選択する。 

 

該当ページ内のチェックボックスのチェックを全て解除する。 

印刷           P33 

 

印刷をする。 

全ページ選択／解除 

 

全ページのチェックボックスのチェックを全て選択する。 

 

全ページのチェックボックスのチェックを全て解除する。 

計算           P34 

 

計算ボタンに対応する項目の表示内容を更新する。 

閉じる 

 

該当の画面を閉じる。 

ページリンクボタン 

 

一覧画面が複数画面にわたって表示されている場合画面を 

切り替えます。 

ソフトウェアキーボードを

開く 

 

ソフトウェアキーボード画面を別ウィンドウで表示する。 

カレンダー表示ボタン 

 

カレンダー画面を別ウィンドウで表示する。 

 

  戻るボタンについて 

ボタン名 ボタンイメージ 内容 

戻る 

 

ひとつ前の画面へ戻る。 

トップへ戻る 
 

トップ画面へ戻る。 

一覧へ戻る 
 

一覧画面へ戻る。 

７．よく使う機能 
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（１） 決済口座を選択する 

➢ 各業務にて「決済口座」指定する場合、以下のとおり行います。 
    操作手順は「債権発生請求」の画面を例として示します。 

  ａ．決済口座入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ｂ．決済口座一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

債権発生請求  債務者請求 
債権発生請求 

決済口座を複数登録されている場合 

決済口座選択   ボタンを 
クリックすることで、 
「決済口座一覧」から決済に 
使用する口座を選択すること 
ができます。 

決済口座が１口座のみの場合は、 

自動表示されます。 

①支店コード（半角数字 3 桁） 
②口座種別 
③口座番号（半角数字 7 桁） 
を入力します。 

債権発生請求  債務者請求 

0144 
北陸銀行 

0144 
北陸銀行 

0144 
北陸銀行 
0144 
北陸銀行 
0144 
北陸銀行 
0144 
北陸銀行 
0144 
北陸銀行 

0144 
北陸銀行 
0144 
北陸銀行 

① 

③ 
② 

④ 

債権発生請求 

債権発生請求  債務者請求 

④請求者Ｒｅｆ．Ｎｏ．*1 は、 
必要に応じて入力してください。 

*1 お客様とお取引先とで請求を管理するためのフリー入力欄です。 
  注文書番号や請求書番号の入力が可能です。 
  半角英数字 40 桁、英字については大文字のみ、記号については. ( ) -のみ入力可能です。 
      

詳細  ボタンをクリックすると、 
別ウィンドウで、対象の決済口座情報

詳細を表示します。 

対象となる決済口座の 選択  ボタンを 
クリックしてください。 

「ａ．」の画面に戻り、 
選択した決済口座の 
①支店コード（半角数字 3 桁） 
②口座種別 
③口座番号（半角数字 7 桁） 
が表示されます。 
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（２） 支店を選択する 

➢ 「決済口座」を直接入力する場合、支店コードを検索により入力することができます。 
    操作手順は「債権発生請求」の画面を例として示します。 

  ａ．「支店選択」の選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｂ．「支店名」の入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｃ．「支店コード」の表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

債権発生請求  債務者請求 

債権発生請求 

② トウキヨウ 

東京支店 
東京支店 ○○出張所 

 

① 

債権発生請求 
債権発生請求  債務者請求 

６０１ 

 ※2 ：入力可能文字は、ひらがな （全角）､カタカナ（全角）、 

カタカナ（半角）、英数字（全角）、英数字記号（半角)です。 

漢字を入力することはできません。 

支店を検索します。 

②支店名（カナ／英数字、全角／半角 15 文字以内）
※2

 
 を入力してください。 

検索  ボタンをクリックしてください。 
検索結果(支店一覧)が表示されます。 

対象となる支店の 選択  ボタンをクリック 
してください。 

「ａ．」の画面に戻り、 
選択した支店の 
①支店コード（半角数字 3 桁） 
が表示されます。 

支店選択  ボタンを 
クリックしてください。 
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（３） 取引先を選択する 

➢ 各業務にて、事前に登録した「取引先」から対象先を指定する場合、以下のとおり行います。 
    操作手順は「債権発生請求」の画面を例として示します。 

  ａ．取引先の選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｂ．取引先一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 

債権発生請求 
債権発生請求  債務者請求 

 

⑧ 
⑦ 
⑥ 

  

⑨ 

⑩ 

債権発生請求 

取引先を事前に登録し、一覧表示の 
中から選択することで 
①～⑤の入力が省略できます。 

  「取引先情報登録」P32 

対象となる取引先の 選択 ボタンを 
クリックしてください。 

詳細 ボタンをクリックすると、別ウィンドウ 
で、対象の取引先情報詳細を表示します。 

取引先選択  ボタンを 
クリックしてください。 
直接 
①利用者番号（半角英数字 9 文字） 
②金融機関コード（半角数字 4 桁） 
③支店コード（半角数字 3 桁） 
④口座種別 
⑤口座番号（半角数字 7 桁） 
を入力することも可能です。 

登録債権金額の使用有無を、 
⑩登録債権金額 より選択してください。 
（発生記録の仮登録画面から遷移した場合に表示されます。） 

検索 ボタンをクリックすると、 

検索結果（取引先一覧）が表示されます。 

 

取引先を絞り込みたい場合、 
⑥利用者番号（半角英数字 9 文字）（任意） 
⑦法人名／個人事業者名（全角 100 文字以内／前方一致）（任意） 
⑧登録名（全角 60 文字以内／前方一致）（任意） 
⑨グループ名（任意） 
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     c.取引先表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）金融機関を選択する 

➢ 各業務にて「取引先」を直接入力する場合、「金融機関選択」機能が使用できます。 
    操作手順は「債権発生請求」の画面を例として示します。 

  ａ．｢直接入力」選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｂ．金融機関選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
② 
③ 

⑤ 
④ 

⑥ 

債権発生請求 

 ※３ ：取引先登録時に取引先登録名を入力せずに、登録を 
     行った場合は表示されません。 

債権発生請求  債務者請求 

  

「ａ．」の画面に戻り、選択した取引先の 
①利用者番号（半角英数字 9 文字） 
②金融機関コード（半角数字 4 桁） 
③支店コード（半角数字 3 桁） 
④口座種別 
⑤口座番号（半角数字 7 桁） 
⑥取引先登録名（全角 60 文字以内）※3 
が表示されます。 

 ※4 ：入力可能文字は、ひらがな （全角）､カタカナ（全角）、 

カタカナ（半角）、英数字（全角）、英数字記号（半角)です。 

漢字を入力することはできません。 

 

① 
② 

 

③ 

①金融機関コード（半角数字 4 桁） 
②支店コード（半角数字 3 桁） 
を入力してください。 

直接入力の チェックボックス に 
チェックを入れると、金融機関選択 
ボタンが使用可能となります。 

金融機関を検索します。 

検索 ボタンをクリックすると、 
検索結果（金融機関一覧）が表示されます。 

取引先を事前に登録し、一覧表示の 
中から取引先を選択すれば 
直接入力の必要はありません。 

債権発生請求 
債権発生請求  債務者請求 

③金融機関名（カナ／英数字） 
  （全角／半角 15 文字以内／前方一致）

※4
 

  を入力してください。 

対象となる金融機関の 選択 ボタンをクリックしてください。 

✓

   

0144           北陸銀行 
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  ｃ．支店選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｄ．金融機関・支店コード表示 

 

 

 

 

 

 

 

（５）印刷する 

➢ 各業務にて登録内容等を印刷する場合の操作手順を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）並べ替える（ソート機能） 

➢ 各業務にて照会した一覧表示の並び順を指定の項目で昇順／降順に並び替えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
北陸銀行 

④ 

支店を検索します。 
ここからの手順は P24 の支店選択と同様です。 

対象となる支店の 選択 ボタンをクリックしてください。 

「ｂ．」画面で選択した金融機関名が表示されます。 

④支店名（カナ／英数字） 
※4（全角／半角 15 文字以内／前方一致） 
を入力してください。 

検索 ボタンをクリックすると、 
検索結果(支店一覧)が表示されます。 

0144 
６０１ ① 

② 

債権発生請求 
債権発生請求  債務者請求 

「ａ．」の画面に戻り、 
選択した金融機関と支店の 
①金融機関コード（半角数字 4 桁） 
②支店コード（半角数字 3 桁） 
が表示されます。 

  

債権発生請求 
債権発生請求  債務者請求 

印刷 ボタンをクリックすると、 
「ファイルのダウンロード」をポップアップ表示します。 
*印刷ボタンは上下 2箇所にありますが、 
どちらのボタンを押下しても出力内容に差異はありません。 

画面がポップ
アップします。 

 ①   ②  ③ 

③ 再表示 ボタンをクリックしてください。 

一覧表示が選択した条件の順番に表示されます。 

 

指定の項目で並び替える場合、 
プルダウンにて 
①並び順 
②昇順／降順 
を選択してください。 

印刷する場合は 開く ボタンを 
クリックして Adobe Reader で印刷してください。 

保存する場合は 保存 ボタンを 
クリックして任意の場所に保存してください。 
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（７） 計算する 

   ➢  融資申込等の申込金額合計を表示する場合に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） カレンダー機能で日付を入力する 

   ➢  カレンダー機能の操作手順を発生記録（債務者）請求仮登録の画面を例として以下に示します。 

    ａ.発生記録（債務者）請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 申込金額（円）に金額を入力し 

② 計算 ボタンをクリックすると、 

③ 申込基本情報の 

申込金額（合計）（円）に金額が
表示されます。 

カレンダー ボタンをクリックすると、 

カレンダーを別ウィンドウで表示します。 

記録請求や融資関連業務の登録／修正画面 
および開示条件入力画面において、日付項目 
 （発生日、支払期日等）は選択可能な日付の 
範囲を日付の下に青いラインで表示します。 

② 

③ 

入力したい 日付 をクリックすると､ 
カレンダー画面にて選択した日付が 

元の画面に表示されます。 
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（９） 承認者を選択する 

  ➢  承認者選択ボタンの操作手順を、ダブル承認（順序あり）の発生記録（債務者）請求仮登録画面を例として以下に示します。 

  ａ．発生記録（債務者）請求仮登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ｂ. 承認者選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ｃ.  発生記録（債務者）請求仮登録画面（「ａ．」の画面と同様の画面です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認者選択 ボタンをクリックすると、 

承認者選択画面を表示します。 

☆   ご注意事項 
操作中のユーザを、承認者に 
選択することはできません。 

対象となるユーザの  選択 
ボタンをクリックしてください。 

最初の画面に戻り、選択した 
ユーザの 一次承認者名（必須）が
表示されます。 
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（10）ユーザを選択する 

   ａ. 取引履歴一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ｂ. ユーザ選択画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ｃ. 取引履歴一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①担当者名（任意）（96 文字以内／前方一致）
※4
を

入力する場合、ユーザ選択 ボタンをクリックし、 
一覧から選択できます。 

※4：半角は 96 文字以内、全角の入力も可能で 

全角 1 文字は半角の 2文字分となります。 

 ユーザ名を検索します。 

検索時にユーザを絞り込みたい場合は、 
②ユーザ名（任意）（96 文字以内／前方一致）

※4
 

を入力してください。 

検索  ボタンをクリックすると、 
検索結果を一覧表示します。 

対象となるユーザの 選択 ボタンを 
クリックしてください。 

「ａ．」の画面に戻り、選択したユーザの 
①担当者名（96 文字以内／前方一致） 
が表示されます。 
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   （１）管理業務メニュー 

   ➢  ログイン後、トップ画面の 管理業務    タブをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．取引先管理 

1．取引先情報登録 

管理業務 

取引先管理 ボタンをクリックしてください。 

取引先情報登録   
ボタンをクリックしてください。 

取引先変更・削除 は 

 P41「３．取引先変更・削除」へ  

        

❖ 概要 

✓でんさい取引を行う取引先を事前に登録することで、記録請求の都度、取引先を入力する手間を省くことが 

できます。 
✓取引先情報のファイル登録を利用することにより、一括して取引先情報を登録することができます。 

なお、登録済みの取引先情報をファイルにて取得することが可能なため、取得したファイルを修正することで、 

取引先情報の修正や管理を一度にまとめて行うことができます。 
✓取引先情報のファイル登録にて他行分の取引先（新規登録）情報を登録した場合は、登録結果から口座確認を 

実行する必要があります。 

✓取引先情報をグループごとに管理することができます。 

グループで管理することにより、取引先情報を効率的に管理することができます。 

また、合わせて、取引先情報に登録債権金額を設定することができます。 

登録債権金額を設定することで、記録請求の仮登録時に、設定した登録債権金額を呼び出して使用することが 

できます。 

 

❖ 事前準備 
✓登録する取引先の「利用者番号」「口座情報」が必要となりますので、事前に取引先にご確認ください。 

✓取引先情報のファイル登録を行う場合は、以下のいずれかのファイルを事前に作成してください。 

・記録請求ファイル（共通フォーマット形式）  P51『一括記録請求ファイル（共通フォーマット形式）』 

・取引先情報登録ファイル（総合振込形式）  P53『取引先情報登録ファイル（総合振込形式）』 

・取引先情報登録ファイル（CSV 形式）  P54『取引先情報登録ファイル（CSV形式）』 
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 （２）取引先情報登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）取引先情報登録確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）取引先情報登録完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 利用者番号 ： でんさいネットが利用者ごとに付与する９桁の半角英数字からなる番号。 
               利用者を一意に特定する番号で、すべての金融機関で共通の番号を使用する。 

登録内容の確認へ  ボタンをクリックしてください。 

取引先情報を入力します。 

取引先情報の登録内容を確認します。 
前画面で入力した情報に基づき、でんさいネットの最新の情報

を表示します。 

表示内容を確認のうえ、チェックボックス  
にチェックを入れてください。 
 
 
 
 
 
 ボタンをクリックしてください。 

内容を確認しました ✓

   
登録の実行 

 続けて 2件目以降を登録する場合は、 
 サブメニューエリアの 
  取引先管理 をクリックしてください。 

※ 取引先登録の完了となります。 

  

 登録終了の場合は、 
 トップへ戻る  をクリックしてください。 

 
①  

②  

③  
④  
⑤  
⑥  
⑦  
⑧  
 
⑨  
 

登録する取引先の 
①利用者番号＊１（入力は不要です） 
 
②金融機関コード（半角数字４桁） 
③支店コード〈半角数字３桁〉 
④口座種別（預金種目） 
⑤口座番号（半角数字７桁）              を入力してください。 
⑥登録名（任意：全角 60 文字以内､漢字可） 
 （取引先を任意の名前で登録できます。） 
  
金融機関選択  ボタンにて入力する場合、 
 ②金融機関コード と ③支店コード およびその名称が表示されます。 
 
登録する取引先の 
⑦登録債権金額（任意）を入力してください。 
 
⑧手数料 発生記録（債務者請求）の場合にのみ利用します。 

当方負担・先方負担（登録済み金額）・先方負担（指定金額）から選択して

ください。 

 
所属グループを設定する場合、 
⑨所属グループ（任意）のチェックボックスに 
   チェックを入れてください。 
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   ➢ 記録請求仮登録完了後の画面からも取引先を登録することができます。 

 （１）発生記録（債務者）請求仮登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （１）－２ 複数発生記録請求の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）発生記録（債務者）請求仮登録確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．取引先情報登録（記録請求仮登録時） 

【取引先を登録していない場合】 
直接入力チェックボックスにチェックを入れ、 
債権者情報（請求先情報）の 
②金融機関コード 
③支店コード 
④口座種別   を入力してください。 
⑤口座番号 
 
①利用者番号 
  「仮登録の確認へ」ボタン押下時に取得し、 
 発生記録（債務者）請求仮登録確認画面に表示するので 
 入力は不要です。 
⑥取引先登録名は、次の[仮登録確認画面]で確認してください。 

⑦手数料 発生記録（債務者請求）の場合にのみ利用します。 

当方負担・先方負担（登録済み金額）・先方負担（指定金額）から選択 

してください。 

 

 [続けて入力]  本画面を再表示 
 [確定して明細一覧へ]  ガイドⅡＰ９ へ  

入力内容に問題がなければ、 
チェックボックスに 
チェック を入れてください。 

仮登録の実行 ボタンをクリックしてください。 

取得した 利用者番号  が表示されます。 

 
①  
②  
③  
④  
⑤  
⑥  

 
 

⑦  

 
①  
②  
③  
④  
⑤  
⑥  

 
⑦  

 仮登録の確認へ ボタンをクリックしてください。 
取引先へ登録のチェックボックスにチェックを入れて 
ください。 
  
【取引先登録時に登録債権金額を設定する場合】 
支払金額を登録債権金額 として登録 

【所属グループを設定する場合】 
所属グループ 

のチェックボックスにチェックを入れてください。 
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   （３）発生記録(債務者)請求仮登録完了画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (４) 取引先情報登録画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (５) 取引先情報登録確認画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先登録へ ボタンをクリックしてください。 

☆    ご注意事項 
「取引先登録へ」ボタンを押下すると、 
次画面から本画面へ戻ることは 
できません。 

前の画面で、請求の仮登録が完了した
取引先の情報が引き継がれます。 

登録内容の確認 へ  ボタン 
をクリックしてください。 

取引先情報の登録内容を確認します。 
前画面で表示した情報に基づいて、 

でんさいネットの最新の情報を表示します。 

表示内容を確認の上、 
チェックボックスにチェックを入れてください。 
チェックを入れていない場合､ 
登録の実行はできません。 

登録の実行   ボタンを 
クリックしてください。 
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  （１）取引先一覧 （P38 １－（２）画面より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）取引先情報変更 

  ａ．変更情報入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．取引先変更・削除 

取引先を検索する場合、 
①利用者番号(任意) （半角英数字 9 文字） 
②法人名／個人事業者名(任意) 
 （全角 15 文字以内）企業形態は除く 
③金融機関コード(任意) （半角数字 4 桁） 
④金融機関名(任意) （全角 15文字以内） 
⑤支店コード(任意) （半角数字 3 桁） 
⑥支店名(任意) （全角 15 文字以内） 
を入力してください。 

⑦口座種別(任意) 
口座種別のチェックボックスにチェック 
⑧口座番号(任意) （半角数字７桁） 
⑨登録名(任意) （全角 60 文字以内／前方一致） 
を入力してください。 

⑩グループ名 をプルダウンにて示される項目 

から選択してください。 

検索 ボタンをクリックしてください。 

【取引先を削除する場合】 
削除する取引先の 削除  ボタンをクリックしてください。 
 ⇒ P42 「（３）」へ 

【取引先を変更する場合】 
変更する取引先の 変更  ボタンをクリックしてください。 
 ⇒ P41 「（２）」へ 

 
①  

②  

③  

④  
⑤  
⑥  

⑦  

⑧  

変更内容の確認へ   ボタンをクリックしてください。 

取引先情報の 
①金融機関名（半角数字 4桁） 
②支店名（半角数字 3 桁） 
③口座種別 
④口座番号（半角数字 7 桁） 
⑤登録名(任意)（全角 60 文字以内） 
のうち変更する項目を修正してください。 

登録する取引先の 

⑥登録債権金額（半角数字 10 桁以内） 
を入力してください。 
 
⑦手数料 発生記録（債務者請求）の場合にのみ

利用します。 
当方負担・先方負担（登録済み金額）・先方負担
（指定金額）から選択してください。 
 
所属グループを設定する場合、 
⑧所属グループのチェックボックスに 
チェックを入れてください。 
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  ｂ．取引先情報変更確認 

 

 

 

 

 

       ｃ．取引先情報変更完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）取引先情報削除（確認） 

  ａ．削除情報の確認 

 

 

 

 

 

        ｂ．取引先情報削除完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示内容を確認の上、チェックボックスにチェックを入れてください。 
チェックを入れていない場合、実行されません。 

変更の実行 ボタンをクリックしてください。 

※ 取引先変更・削除の完了となります。 

  

表示内容を確認の上、チェックボックスにチェックを入れてください。 
チェックを入れていない場合、実行されません。 

削除の実行 ボタンをクリックしてください。 
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   ➢  ログイン後、トップ画面の   タブをクリックしてください。 

(１) 管理業務メニュー画面 

 

 

       (２) 取引先管理メニュー画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 取引先情報ファイル登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．取引先ファイル登録 

取引先管理メニューを表示します。 

取引先管理 ボタンをクリックしてください。 

管理業務  

取引先ファイル登録 ボタンをクリックしてください。 

「集信 1 形式」、「総合振込形式」、「CSV形式」ファイルより 
取引先情報を取込み、一度に登録ができます。 

取引先の情報をファイル登録することができます。 

アップロードするファイルを選択するために、 
 参照 ボタンをクリックしてください。 
アップロードするファイルの選択をポップアップ

表示します。 

アップロードするファイルを選択し、 
 開く ボタンをクリックしてください。 

ポップアップを 
表示します。 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

選択したファイルのパスが、 
①ファイル名に反映されたことを確認し、 
②ファイル形式を選択してください。 
②ファイル形式は、集信 1形式、総合振込形式、ＣＳＶ形式、から選択してください。 

③登録方法を選択してください。 
追加のみ、全取引先を削除し追加、から選択してください。 
重複登録について、許容する・しないも選択する。 
重複登録を許容すると、同一口座となる取引先があってもエラーとしません。 

重複登録を許容しないとすると、同一口座となる取引先があるとエラーとします。 
 

ファイル中の金額を債権金額として登録する場合、 
④登録債権金額のチェックボックスにチェックを入れてください。 

 
⑤手数料を選択してください。※発生記録（債務者請求）でのみ利用します。 

（ファイル形式が集信 1形式、総合振込形式の場合選択できます） 
「すべての取引先に当方負担を適用」、 
「すべての取引先に先方負担を適用」から選択してください。 
 

所属グループを設定する場合は、 
⑥所属グループのチェックボックスにチェックを入れてください。 

登録内容の確認へ ボタンをクリックしてください。 
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(４) 取引先情報ファイル登録確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (５) 取引先情報ファイル登録完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先情報ファイルの登録内容を確認します。 

表示内容を確認の上、 
チェックボックスにチェックを 
入れてください。 
チェックを入れていない場合、 
登録の実行はできません。 

登録の実行 ボタンをクリックしてください。 

☆ご注意事項 
ファイル登録中は、取引先情報の更新作業や、記録請求

の仮登録画面から取引先情報を参照することができなくな

るため、大量明細のファイル登録を行う場合は、ご注意く

ださい。 

※ 取引先情報ファイル登録の完了となります。 
    取引先情報ファイル登録後、ファイル登録結果の確認を行う必要があります。 
    また、他行分の取引先（新規登録）情報を登録した場合は、登録結果の確認と合わせ、口座確認を実行する必要があります。 
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（１）取引先管理メニュー（４-（１）管理業務メニューより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)取引先情報ファイル登録結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）取引先情報ファイル登録結果詳細画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.取引先ファイル登録結果一覧 

 

取引先ファイル登録結果一覧 ボタンをクリックしてください。 

取引先情報ファイル登録結果を表示します。 

詳細   ボタンをクリックしてください。 

取引先情報ファイル登録結果の詳細を表示します。 

取引先情報登録結果ファイルを 

ダウンロードすることができます。 
結果ファイルダウンロード   

ボタンをクリックしてください。 
クリックすると、ファイルのダウンロード 

をポップアップ表示します。 

内容確認 ボタンをクリックすると、 

別ウィンドウで、現在登録されている取引先グループ情報を表示します。 

口座存在確認を実施します。 
口座確認の実行  ボタンをクリックしてください。 
クリックすると、口座確認後の取引先情報登録可否を 
ポップアップ表示します。 

【実行する場合】 
ＯＫ  ボタンを 
クリックしてください。 

ファイルを直接開きたい場合は 
開く  ボタンをクリックしてください。 

保存する場合は 保存  ボタンをクリックして 
所定の場所に保存してください。 

登録状況が「口座未確認」となっている明細が存在する場合に、 

以下を表示します。 
・「口座確認対象」チェックボックス 
・「全選択」ボタン 
・「口座確認の実行」ボタン 
「口座確認対象」のチェックボックスにチェックを入れてください。 
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登録状況のパターン 

登録状況 説 明 

正常 
・正常に取引先情報の登録が完了した状態です。 

・「正常」の取引先情報については、記録請求で利用できます。 

正常 

(ワーニング有） 

・条件付※１で取引先情報の登録が完了した状態です。 

・「正常（ワーニング有）」の場合は、付随項目を除く、取引先情報のみを登録します。登録した取引先 

情報については、記録請求で利用できます。（登録債権金額および所属グループは利用できません。） 

・なお、付随項目については、別途画面から修正作業が必要となります。 

※１：取引先の利用者番号、口座情報等の情報自体は正しく、付随項目である登録債権金額や所属グループに誤りが 

ある場合。 

エラー 

・取引先情報の登録処理にてエラーが発生し、登録が完了していない状態です。 

・「エラー」の取引先情報は、ＤＥＮＴＲＡＮＳに登録されないため、エラー内容を確認後、再登録を行 

う必要があります。 

口座未確認 

・取引先情報の口座存在確認が未完了の状態です。※２ 

・ファイル登録処理のチェックは正常に完了しており、本画面から口座確認を実施する必要があります。 

・口座確認を行うことより、「正常」、「正常（ワーニング有）」、「エラー」に状況が遷移します。 

※２：他行分の取引先（新規登録）情報を登録し場合、「口座未確認」の状態となります。 
 

（５） 取引先情報口座確認結果一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (１) 取引先管理メニュー （４-（１）管理業務メニューより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (３) 取引先情報ファイル取得 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.取引先情報ファイル取得 
 

ポップアップを
表示します 

※ 取引先情報ファイル取得の 
   完了となります。 

ファイルを直接開きたい場合は 開く ボタンをクリックして

ください。 

保存する場合は 保存  ボタンをクリックして 
所定の場所に保存してください。 

取引先情報ファイル（ＣＳＶ形式）を 
ダウンロードすることができます。 

ダウンロード   ボタンをクリックしてください。 
クリックすると、ファイルのダウンロードを 
ポップアップ表示します。 

ダウンロード 

ダウンロードする取引先情報ファイルに自身の 
利用者情報を併せて出力する場合は、 
□ 自身の利用者情報を合わせてのダウンロードする  
のチェックボックスにチェックを入れてください。 

取引先ファイル取得 ボタンをクリックしてください。 

取得する取引先情報ファイルを確認します。 

取引先情報の口座確認結果を表示します。 

 ※ 取引先ファイル登録結果確認が完了となります。 

  

続けて、口座未確認の取引先情報がなくなるまで、取引先情報の口座確認を行う必要 
があるため、登録結果詳細へ ボタンを押下してください。 
取引先情報の口座確認手順は、P45-5－(2)取引先情報ファイル登録結果一覧』参照。 
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（１）取引先管理メニュー（５-（１）画面より） 

 

  （２）取引先グループ新規登録 

 

 

 

 

 

 

          (３)取引先グループ新規登録完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 取引先管理メニュー（５-（１）画面より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）取引先グループ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７.取引先グループ登録 

 

現在登録されている取引先グループの確認と、 

新規登録する取引先グループ情報を表示します。 

新規登録する取引先グループの 
グループ名（必須）（全角 20 文字以内） 
を入力してください。 

※取引先グループ新規登録の完了となります。 

ポップアップを
表示します。 

取引先グループ登録 
ボタンをクリックして 
ください。 

登録の実行 ボタンを 
クリックしてください。 

確認ダイアログの  OK ボタンを

クリックしてください。 

８．取引先グループ名称変更・削除・所属変更 

 

【取引先の所属変更をする場合】 
取引先の所属変更 ボタンをクリックしてください。 

    P４9（５）へ 

【取引先グループを削除する場合】 
グループ削除 ボタンをクリックしてください。 

        P４8（４）へ 

【取引先グループ名を変更する場合】 
グループ名変更 ボタンをクリックしてください。 

        P４8（３）へ 

グループ名変更、グループ削除、取引先の所属変更の 

対象となる取引先グループを選択してください。 

取引先グループ変更・削除  ボタンをクリックしてください。 

登録済みの取引先グループが存在する場合に、一覧を表示します。 
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 （３）取引先グループ名変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 取引先グループ削除 

   ７－（２）取引先グループ一覧より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 取引先グループ削除の完了となります。 

ポップアップを 
表示します。 

取引先グループ名を表示します。 

変更する取引先グループの 
グループ名（必須）（全角 20 文字以内） 
を入力してください。 
  

変更の実行 ボタンをクリックしてください。 

確認ダイアログの OK ボタンをクリックしてください。 

※ 取引先グループ名変更の完了となります。 

削除対象となる取引先グループ情報を表示します。 

削除するグループ情報が表示されます。 

削除の実行 ボタンをクリックしてください。 

確認ダイアログの OK ボタンをクリックしてください。 ポップアップを 
表示します。 
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（５） 取引先グループ所属変更(追加)     （ ７－（２）取引先グループ一覧より ）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先グループへの追加／解除の変更対象となるグループを表示します。 

変更対象の取引先グループに追加する取引先情報を選択します。 

変更対象の取引先グループに追加する取引先情報の内容を確認します。 

※取引先グループ所属変更（取引先追加）の完了となります。 

変更の実行  ボタンをクリックしてください。 

【グループに取引先を追加する場合】 
グループに取引先を追加    ボタンをクリックしてください。 

【グループから取引先を解除する場合】 
グループから取引先を解除  ボタンをクリックしてください。 

検索 ボタンを 
クリックしてください。 

追加したい取引先情報の 
チェックボックス に 

チェックを入れてください。 

内容確認  ボタンを 
クリックすると、 
別ウィンドウで、 
現在登録されている 
取引先グループ情報 
を表示します。 

変更内容の確認へ ボタンをクリックしてください。 

取引先検索条件の 
①利用者番号(任意)（半角英数字 9 文字）  
②法人名／個人事業者名(任意) 
（全角 100 文字以内）企業形態は除く 

③金融機関コード(任意)（半角数字 4 桁） 
④金融機関名(任意)（全角 15 文字以内） 
⑤支店コード(任意)（半角数字 3 桁） 
⑥支店名(任意)（全角 15 文字以内） 
⑧口座番号(任意)（半角数字 7 桁） 
⑨登録名(任意) 
（全角 60 文字以内／前方一致） 

を入力してください。 

⑩グループ名(任意) 
をプルダウンより選択してください。 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  

⑩  
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（６） 取引先グループ所属変更(削除) （７－（５）取引先グループ所属変更・削除選択より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更対象の取引先グループから解除する取引先情報を選択します。 

※ 取引先グループ所属変更（取引先解除）の完了となります。 

検索  ボタンを 
クリックしてください。 

内容確認 ボタンを 
クリックすると、 

別ウィンドウで、 

現在登録されている 

取引先グループ情報を 

表示します。 

解除したい取引先情報の

チェックボックスに 
チェックを入れてください。 

変更内容の確認へ 
ボタンをクリックして 
ください。 

取引先検索条件の 
①利用者番号(任意)（半角英数字 9 文字）  
②法人名／個人事業者名(任意) 
（全角 100 文字以内）企業形態は除く 

③金融機関コード(任意)（半角数字 4 桁） 
④金融機関名(任意)（全角 15 文字以内） 
⑤支店コード(任意)（半角数字 3 桁） 
⑥支店名(任意)（全角 15 文字以内） 
を入力してください。 
⑦口座種別(任意) 
口座種別のチェックボックスに 
チェックを入れてください。 
⑧口座番号(任意)（半角数字 7 桁） 
⑨登録名(任意) 
（全角 60 文字以内／前方一致） 

を入力してください。 

変更対象の取引先グループから解除する取引先情報の内容を確認します。 

変更の実行   ボタンをクリックしてください。 

①  

②  

③  

④  

⑤  

⑥  

⑦  

⑧  

⑨  
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用  語 読み方 説   明 

    相手先区分（相手立場） ｱｲﾃｻｷｸﾌﾞﾝ（ｱｲﾃﾀﾁﾊﾞ） 債権者、債務者のいずれかを示します。 

    アップロード ｱｯﾌﾟﾛｰﾄﾞ 利用しているパソコンからファイルを送信すること。 

    一括予約照会（非同期） ｲｯｶﾂﾖﾔｸｼｮｳｶｲ（ﾋﾄﾞｳｷ） 

開示の処理方式の種類のこと。一括予約照会（非同期）の場合は、一旦「開示請

求受付」処理のみ実施して終了します。 
開示請求結果は、別途メールにて通知され、受信後開示結果を画面からダウンロ
ードできます。 

    Ｉ／Ｆ種別 ｲﾝﾀﾌｪｰｽｼｭﾍﾞﾂ 電子債権の取引の種類のこと。｢請求｣、｢結果｣、｢通知｣のいずれかを示します。 

   依頼番号（一括依頼番号） 
ｲﾗｲﾊﾞﾝｺﾞｳ 
（ｲｯｶﾂｲﾗｲﾊﾞﾝｺﾞｳ） 

一括請求の明細を一意に特定する番号。 

一括依頼番号は一括請求を一意に特定する番号 

   開示 ｶｲｼﾞ 発行および保有している債権の記録事項･提供情報の照会｡ 

   仮登録 ｶﾘﾄｳﾛｸ 
担当者によって作成（入力）された「記録」は、「承認」によって｢請求｣行為が完了
し、 ５銀行営業日を経て成立します。 

電子債権サービスでは「承認」までの段階を[仮登録]と呼びます。 

   共通フォーマット形式 ｷｮｳﾂｳﾌｫｰﾏｯﾄｹｲｼｷ 
債権一括請求や開示請求時に使用するアップロード､ダウンロードファイル形式の
こと。詳細はお取引店にお問合せください。 

   業務権限 ｷﾞｮｳﾑｹﾝｹﾞﾝ 
ユーザが取扱可能な業務のこと。業務権限は一定の業務ごとに付与することがで
きます。 

   記録原簿 ｷﾛｸｹﾞﾝﾎﾞ 
でんさいネットの電子記録債権に対して行った各種記録請求の結果を電子的に記

録する原簿のこと。 

   記録請求 ｷﾛｸｾｲｷｭｳ 
 「電子記録債権」等の登録内容を｢記録」といい、｢記録」の登録を依頼することを
「請求」といいます。 

   記録番号 ｷﾛｸﾊﾞﾝｺﾞｳ 
発生記録、分割記録により新たな債権が記録原簿に記録された際に、でんさいネ
ットが採番する電子債権を一意に特定する 20 桁の番号。 
トップメニューの通知情報一覧より詳細を照会することで番号が 確認できます。 

   銀行営業日 ｷﾞﾝｺｳｴｲｷﾞｮｳﾋﾞ 金融機関窓口が営業している日。 

   決済口座 ｹｯｻｲｺｳｻﾞ 電子債権の決済に使用する口座のこと。 

   口座権限 ｺｳｻﾞｹﾝｹﾞﾝ 
ユーザが取扱可能な口座のこと。マスターユーザは管理対象ユーザの取引可能
な口座を複数設定することが可能です。 

   口座種別 ｺｳｻﾞｼｭﾍﾞﾂ 「普通預金」、「当座預金」、「別段預金」の別を示します。 

   債権者 ｻｲｹﾝｼｬ 

記録原簿に電子記録名義人として記録されている利用者のこと。 
電子債権に記録されている金額を受け取る権利を有し､債権者が信託事業者の場
合は債権者が信託の受託者となります。なお、譲渡命令等の変更記録により非利

用者も債権者となりえます。 

   債権情報（記録事項） ｻｲｹﾝｼﾞｮｳﾎｳ（ｷﾛｸｼﾞｺｳ） でんさいネットに記録済みの最新の債権情報の内容のこと。 

   債務者 ｻｲﾑｼｬ 
記録原簿に債務者として記録されている利用者で、電子債権に記録されている金
額を支払う義務を負います。 
利用者が債務者となるためには債務者利用の資格が必要です。 

   債務消滅原因 ｻｲﾑｼｮｳﾒﾂｹﾞﾝｲﾝ 
保証人の弁済等など、債務が消滅した原因のこと。弁済（代物弁済を含む）､相殺､
混同､免除､その他のいずれかを示します。 

   差押債権者 ｻｼｵｻｴｻｲｹﾝｼｬ 
電子債権に対して強制執行等の記録により差押を行っている者のこと。 

でんさいネットの利用者ではないケースもあります。 

   ＣＳＶ形式 ｼｰｴｽﾌﾞｲｹｲｼｷ 
データをカンマ(",")で区切って並べたファイル形式。主に表計算ソフトやデータベ

ースソフトがデータを保存するときに使う形式のこと。 
Comma Separated Value の略称。 

   支払期日 ｼﾊﾗｲｷｼﾞﾂ 
発生記録に記録された､口座間送金決済により電子債権の支払を行う期日のこ

と。ただし､支払期日が銀行非営業日の場合は翌銀行営業日に口座間送金決済
が行われます。 

   支払者 ｼﾊﾗｲｼｬ 
電子債権に対して支払を行った利用者のこと｡保証人が支払者となった場合は特

別求償権が発生し､第三者が支払者となった場合は求償権が発生します。 

   承諾と否認 ｼｮｳﾀﾞｸﾄﾋﾆﾝ 
 「記録請求」の中には債権の相手方の承認を必要とする業務があります。 
この相手方の承認を「承諾」といい、相手方の拒否を「否認」といいます。 

用 語 説 明 
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    用  語 読み方 説   明 

   譲渡制限 ｼﾞｮｳﾄｾｲｹﾞﾝ 

電子債権の譲受人となりうる利用者を制限すること。本サービスでは発生記録を
行う際に譲渡先を金融機関に制限することを意味します。 

なお、特定の金融機関への譲渡制限は行えません｡ 
また､金融機関が譲渡を行う場合､譲渡先の制限はありません｡ 

   譲渡日（電子記録年月日） 
ｼﾞｮｳﾄﾋﾞ（ﾃﾞﾝｼｷﾛｸﾈﾝｶﾞｯ
ﾋﾟ） 

記録原簿へ譲渡記録を記録した日。 

   承認者権限 ｼｮｳﾆﾝｼｬｹﾝｹﾞﾝ 担当者が請求したデータを、承認／差戻しする権限。 

   信託記録 ｼﾝﾀｸｷﾛｸ 
債権発生請求､債権譲渡請求､支払等記録､変更記録において信託事業者である
利用者が債権者となった場合､行われる記録。 

   請求者区分（立場） ｾｲｷｭｳｼｬｸﾌﾞﾝ（ﾀﾁﾊﾞ） 
請求者の立場のこと。債権者、債務者、電子記録保証人、支払者（債務者）、支払
者（電子記録保証人）、支払者（第三者）、差押債権者（利用者）のいずれかを示し

ます。 

   ソート ｿｰﾄ 一覧表の項目を一定の規則に従って並べなおすこと。 

   即時照会（同期） ｿｸｼﾞｼｮｳｶｲ（ﾄﾞｳｷ） 

開示の処理方式のこと。即時照会（同期）とは照会内容が即時に表示されることを
いい、最大開示件数は 200 件､開示可能上限件数の 200 件を超過した場合、検
索条件を変更して再検索を行うか、一括予約照会（非同期）を行う必要がありま

す。 

   ダウンロード ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ 利用しているパソコンにファイルを保存すること。 

   担当者と承認者 ﾀﾝﾄｳｼｬﾄｼｮｳﾆﾝｼｬ 

電子債権サービスのシステムでは､登録等の操作者を[ユーザ]と呼び、「電子債

権」等の「記録」入力を行うユーザは[担当者]､入力された｢記録」を精査して登録
の許可操作である「承認」を行うユーザを[承認者] 
と呼びます。 

   担当者権限 ﾀﾝﾄｳｼｬｹﾝｹﾞﾝ 業務における請求データを仮登録または修正／削除する権限。 

   通知管理番号 ﾂｳﾁｶﾝﾘﾊﾞﾝｺﾞｳ メール通知を一意に特定する番号。 

   電子(記録)債権 ﾃﾞﾝｼ(ｷﾛｸ)ｻｲｹﾝ 電子債権サービスにより登録される金銭債権。 

   発生日 ﾊｯｾｲﾋﾞ 

･債権が発生する日（記録原簿へ発生記録を記録された日）｡ 

･通常請求（当日）の発生記録請求（債権者請求）における発生日は相手方の承諾
した日付となります。 
･予約請求の債権発生請求（債権者請求）における発生日は相手方の承諾するタ

イミングによって以下のようになります。 
・相手方の承諾が入力した未来日付より前の場合入力した未来日付 
・相手方の承諾が入力した未来日付より後の場合 相手方が承諾した日付  

   ＰＤＦ形式 ﾋﾟｰﾃﾞｨｰｴﾌｹｲｼｷ 
ファイル形式の一種。 

Portable Document Format の略称。 

   振出日（電子記録年月日） 
ﾌﾘﾀﾞｼﾋﾞ（ﾃﾞﾝｼｷﾛｸﾈﾝｶﾞｯ
ﾋﾟ） 

記録原簿へ発生記録が記録された日のこと。 

   保証人 ﾎｼｮｳﾆﾝ 
記録原簿に保証人として記録されている利用者のこと。 

電子記録債権に記録されている金額を保証する義務を負います。 
民法上の保証人は電子記録保証人には該当しません。 

   申込番号 ﾓｳｼｺﾐﾊﾞﾝｺﾞｳ 融資申込請求を一意に特定する番号。 

   譲受人 ﾕｽﾞﾘｳｹﾆﾝ 
記録原簿に譲受人として記録される利用者のこと。譲渡記録が記録されることに
より債権者としての権利を獲得します。 

   譲渡人 ﾕｽﾞﾘﾜﾀｼﾆﾝ 
記録原簿に譲渡人として記録される利用者のこと。譲渡記録が記録されることに

より債権者としての権利を失います。 

   利害関係人 ﾘｶﾞｲｶﾝｹｲﾆﾝ 
電子債権に対して利害関係を有するもののこと。債権者、債務者､保証人､支払

者､差押債権者のいずれかに該当します｡ 

   利用者番号 ﾘﾖｳｼｬﾊﾞﾝｺﾞｳ 
でんさいネットが利用者ごとに付与する９桁の半角英数字からなる番号。 
利用者を一意に特定する番号で、１利用者に対しすべての金融機関が共通の番
号を使用します。 

 
 



62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［<ほくぎん>電子債権サービス］の設定・操作に関するお問合せ先 

［電子債権サービス］ヘルプデスク 

0120-637-733 

 （平 日）9：00~17：00 

 http://www.hokugin.co.jp/ 

 平成２７年４月現在 


